
別紙１

財務諸表に対する注記

１．継続事業の前提に関する注記                                                                      

該当なし

２．重要な会計方針                                                                                  

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　移動平均法又は総平均法によって行う

(2) 固定資産の減価償却の方法

　　定額法によって行う

３．重要な会計方針の変更                                                                            

該当なし

４．法人で採用する退職給付制度                                                                      

職員の退職金の支給に備えるために、２つの退職年金共済に加入している。

(1) 愛媛県民間社会福祉事業従事者退職年金共済

(2) 社会福祉施設職員等退職手当共済

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分                                                  

当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 法人全体の計算書類(会計基準省令第１号第１様式、第２号第１様式、第３号第１様式)

(2) 社会福祉事業における拠点区分別内訳表(第１号の３様式、第２号の３様式、第３号の３様式)

(3) 各拠点区分におけるサービス区分の内容

　　①法人本部拠点区分（社会福祉事業）

　　②Ａ拠点区分（社会福祉事業）

　　　ア　特別養護老人ホーム　阿育苑

　　　イ　ショートステイ　阿育苑

　　　ウ　デイサービスセンター　阿育苑

　　　エ　居宅介護支援事業所　阿育苑

　　③Ｂ拠点区分（社会福祉事業）

　　　ア　グループホーム　あしょかの里



６．基本財産の増減の内容及び金額                                                                    

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。                                                  

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地     308,077,030              0              0    308,077,030

建物     706,366,895        984,500              0    707,351,395

減価償却累計額   △467,780,539              0     14,340,189  △482,120,728

合            計     546,663,386        984,500     14,340,189    533,307,697

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し                        

該当なし

８．担保に供している資産                                                                            

該当なし

９．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高                                                

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。                            

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

有形固定資産     147,972,554    115,050,763     32,921,791

無形固定資産       7,123,823      5,636,753      1,487,070

合            計     155,096,377    120,687,516     34,408,861

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高                                          

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。                          

該当なし

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益                                      

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。                    

該当なし

１２．関連当事者との取引の内容                                                                      

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。                                                        

該当なし



１３．重要な偶発債務                                                                                

該当なし

１４．重要な後発事象                                                                                

該当なし

１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び                          

純資産の状態を明らかにするために必要な事項                                                          

該当なし


